
編

集

後

記

よ
う
や
く
年
報
二
五
号
を
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。
本
号
は

「
グ
ル
ー
プ
研
究
」
等
か
ら
の
「
特
集
」
の
申
し
出
が
な
か
っ
た
の

で
、
一
般
応
募
論
文
で
編
集
し
た
。
論
文
五
編
、
研
究
ノ
1
ト
三
編
、

と
い
う
構
成
で
あ
る
。
「
審
評
」
は
慣
例
に
し
た
が
っ
て
所
員
の
近
刊

の
著
書
を
取
り
上
げ
、
学
外
の
研
究
者
に
お
願
い
し
た
。
常
行
所
員
の

著
書
に
つ
い
て
は
縫
名
氏
に
書
評
を
お
願
い
し
た
が
、
書
評
の
枚
数
を

オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、
し
か
も
常
行
所
員
の
意
欲
的
な
労
作
に
対
す
る

真
の
学
問
的
対
決
は
単
な
る
書
評
に
止
ま
っ
て
い
な
い
と
編
集
委
員
会

〈
大
谷
、
石
塚
、
矢
吹
）
で
判
断
し
、
「
舎
評
論
文
」
扱
い
と
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
心
よ
く
書
評
を
お
引
受
い
た
だ
い
た
椎
名
氏
を
は
じ
め

と
す
る
池
井
、
片
野
の
三
氏
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
大
学
の
会
計
処
理
上
至
上
命
令
で
あ
る
年
度
内
刊
行
を
予
定
通

り
実
現
し
え
た
の
は
、
執
筆
者
各
位
の
ご
協
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

出
版
社
と
執
筆
者
と
の
聞
に
立
っ
て
速
絡
等
ご
協
力
い
た
だ
い
た
社
研

。

事
務
担
当
竹
内
佐
和
子
氏
の
御
蔭
で
あ
る
。
心
か
ら
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。社

研
は
昨
年
七
月
創
立
四
十
周
年
記
念
シ
シ
ポ
ジ
ク
ム
を
開
催
し
た

が
、
社
研
「
年
報
」
も
一
九
六
六
年
に
第
一
号
を
刊
行
し
て
以
来
本
号

で
二
五
号
を
数
え
る
に
至
り
、
こ
こ
に
四
半
世
紀
の
歴
史
を
刻
む
こ
と

と
な
っ
た
。
社
研
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
る
今
年
度
は
、
そ

の
運
営
面
で
も
一
つ
の
転
機
と
な
る
。
大
友
福
夫
前
所
長
に
引
き
続
い

て
、
五
期
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
所
長
と
し
て
社
研
の
運
営
に
ど
尽

力
下
さ
っ
た
三
輪
芳
郎
所
長
が
今
月
三
月
末
を
も
っ
て
め
で
た
く
御
定

年
を
迎
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
輪
所
長
の
御
在
任
中
の
十
年
間
は
、
氏
の
社
研
に
か
け
る
情
熱
と

そ
の
国
際
的
な
交
流
の
広
が
り
を
反
映
し
て
、
長
い
社
研
の
歴
史
の
中

で
グ
国
際
化
d

の
面
で
社
研
の
官
同
盟
国
期
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
編
集
子
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
現
在
転
機
を
迎
え

て
い
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
渦
中
に
い
る
マ
ル
ト
ゥ
イ
ノ
フ
氏
（
一
九

八
四
年
〉
と
ア
パ
ル
キ
シ
氏
〈
一
九
八
九
年
）
を
囲
ん
で
の
研
究
会
で

あ
る
。昨

年
十
二
月
の
総
会
で
三
輪
所
長
に
引
き
続
く
新
所
長
と
し
て
経
営

学
部
教
授
の
麻
島
昭
一
所
員
が
、
そ
し
て
新
事
務
局
長
と
し
て
高
橋
祐

吉
所
員
（
経
済
学
部
〉
が
内
定
し
て
い
る
。
経
済
学
部
以
外
の
所
員
か

ら
所
長
が
選
出
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
社
研
が

全
学
的
な
学
問
的
結
集
の
場
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
専
修
大
学
学
長
、
理
事
長
、
大
学
事
務
当
局
に
も
、

従
来
に
も
増
し
て
一
一
層
の
財
政
的
御
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

る
。
末
筆
に
な
っ
た
が
、
印
刷
技
術
上
難
し
い
面
が
含
ま
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
公
入
社
・
大
出
明
知
氏

に
も
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

（
一
九
九
一
年
二
月

編
集
担
当
矢
吹
満
男
）
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